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RP510L004N-TR-A

インピーダンス実測結果

2019年2月11日

モデリングWG
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DCDCコンバータのIBIS化および電源変動解析

リコー製DCDCコンバータ（RP510L004N-TR-A）を用いて、下記観測ポートの電圧変動を測定し、
IBISを用いたシミュレーション結果と比較し、モデリングの妥当性を確認する。

波形観測ポート

測定ピン（S-G） ピン番号（S-G） ピッチ(mm) バイアス（V） 周波数（Hz）※

PVIN-PGND PIN2-PIN10 2.65mm±0.3mm 0,0.3,0.6,1,2,3,3.6,4,5,5.5 1k-3G

PVIN-LX PIN2-PIN11 2.6mm±0.3mm 0,0.3,0.6,1,2,3,3.6,4,5,5.5 1k-3G

LX-PGND PIN11-PIN10 0.5mm±0.1mm 0,0.3,0.6,1,2,3,3.6,4,5,5.5 1k-3G

PVIN
LX

PGND

インピーダンス測定ピン

※周波数は測定器にも依存するので目安です。
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測定結果環境

ルネサスエレクトロニクス株式会社
装置：キーサイト社製HP4291A（with low impedance test head)

周波数：1MHz～1.8GHz

周波数点数：601点（最大801点）

OSC:0.1V

最大電流:100mA

プローブ：カスケード社製FPC-GS-2500、FPC-GS-500
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測定結果

バイアス依存性確認。3.6Vを測定していなかったので、3.3Vと4.0Vの結果から3.6Vを推測する。

3.3Vと4.0Vの結果を比較すると容量そのものは一致していると考えられる。

バイアス0V

バイアス3.3V

バイアス4VPVIN-PGND間インピーダンス

PVIN-LX間インピーダンス

PGND-LX間インピーダンス
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等価回路化（バイアス4Vを使用）

L(nH) C(pF) R(Ω) Rleak(Ω)

PVIN-PGND 0.19 186 0.66 1.87e7

PVIN-LX 0.38 319 0.24 9339

LX-PGND 0.59 232 0.29 56.12

直列容量
134pF

PVIN-PGND

186p-134p=52pF

PVIN-LX間インピーダンス LX-PGND間インピーダンス PVIN-PGND間インピーダンス
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等価回路

ザクッと以下の値とする。RLはパッケージ成分と仮定

319pF

232pF

52pF LX

PVIN

PVIN

RL

0.1Ω、0.15nH

0.1Ω、0.15nH

0.1Ω、0.15nH

RL

RL


